
災害廃棄物の受入れに関する市民説明会におけるアンケート集計結果 

 

９月７日（金、）９月９日（日）に開催した市民説明会にご参加いただいた方に 

アンケートにお答えいただきました。 

アンケート配布数 ２４０枚

回答数 １８９枚

回答率 ７８．８％

 

（主なご意見）

・災害廃棄物は被災地で処理すべきで、運搬費用をかけてまで広域処理すべきではない。
・観光都市である金沢がやることではない。風評被害をどうするのか。
・子どもたちへの影響が心配。次世代に負の遺産を残すわけにはいかない。
・低線量でも内部被ばくが怖い。
・基準以下でも放射性物質にかわりないのではないか。
・被災地の人たちを受入れることにお金をかけるべき。
・反対する人に数字を示してもすれ違うだけ、ギャップを埋める工夫が必要。
・受入れ賛成意見の発言が少なかったが、大半の市民は賛成だと思う。
・周辺の河川、地下水の検査も月1回して公表してはどうか。  


